
（1面） 平成26年度事務事業評価シート 平成 26 年 6 月 27 日 作成

備　　考

中事業に含まれる小事業の方向性（⇒個別事業の概要は裏面） （千円）

中事業の評価（事務事業の課題、取組状況、今後の方向性）

○ ○ ○ ○

主管課 環境センター（今泉クリーンセンター） 関連課 環境部各課

分野名 生活環境

事務事業 ■サービス部門
環境-30 今泉クリーンセンター処理事業

№/名　称 □支　援　部 門

目標 施設を適正に管理する。
適正な処理　100％（目標値）

人口等のデータ

データ区分 25年度 24年度 23年度

人　　　口 177,895人 177,224人 177,204人 ・各年4月1日
（住民基本台帳）

世　帯　数 80,295世帯 79,669世帯 79,217世帯

事業の対象者数 74,155人 73,628人 73,486人

37,928 33,436

（一般財源）
運営資源状況

決算値（千円） 176,028 207,836 175,401

135,909 169,908 141,965

人員配置数 7.9人 7.9人 8.7人

人 件 費（千円） 64,167 65,447 78,782

市民１人当りの経費（円） 1,353 1,542 1,434

協働のパートナー

対象者１人当りの経費（円） 3,245 3,712 3,459

254,183

（国　・　県）

（負担金等） 40,119

　ベンチマーク（県内
外自治体や民間団体

との比較値）

団体名⇒

事務事業
運営経費

総事業費（千円） 240,195 273,283

指　　標 評価 年度 22年度 23年度

100%

◎目標を達成　○目標に向かって前進
△横ばい　×後退

実績値 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

24年度 25年度 最終年度（27年度）

各種規制基準の遵守

◎
目標値 100% 100% 100% 100%

H25小事業名 H25決算値 H26小事業名 H26予算額 A：充実・拡大 B：現状継続 C：改善・見直しD：統合縮小 E：廃止・休止

今泉クリーンセンター
管理運営事業の一部

163,804
今後の
方向性

Ａ
理由
・手法

突発的な補修等が生じないよう、焼却施設等を計
画的に維持管理していく。
維持管理業務の委託化を図っていく。

今泉クリーンセンター
収集事業の一部

4,616
今後の
方向性

Ａ
理由
・手法

突発的な補修等が生じないよう、焼却施設等を計
画的に維持管理していく。
維持管理業務の委託化を図っていく。

今後の
方向性

理由
・手法

今泉クリーンセンター
処理事業

176,028

H25年度の課題 　　施設の老朽化が進んでいるため、維持管理と運転管理について安全で良好な状況を保持する。

課題解決のための取組
　　維持管理に伴う情報を市職員・委託事業者との共有化を図る。また、焼却処理が及ぼす周辺環境について定期的に検査を
行い、その結果を近隣町内会に提示することにより安全運用の理解を得る。

取組の結果
□解　 決
■未解決

理由
・手法

今後の
方向性

理由
・手法

今後の
方向性

未解決の課題 　　焼却設備停止後の廃棄物搬出入等の処理方法について課題が生じる。

中事業の評価 適切＝〇要改善＝△（２面「評価の視点」を参照） ①効率性 ②妥当性 ③有効性 ④公平性

評価者名 環境センター担当課長 川村　裕伸

今後の方向性
（課題解決に向けた取組

・H26予算への反映）

　　周辺住民との協定により焼却廃止時期が確定したことから、廃止後の施設の活用については、「今泉クリーンセン
ター連絡協議会」で定期的な情報の共有を行うと共に、今後の焼却スケジュールに沿った施設維持管理等に努める。

A：充実・拡大
B：現状継続
C：改善・見直し
D：統合縮小
E：廃止・休止

Ｂ

※□事業完了



（2面） 小事業・個別事業の評価
評価のポイント

(単位：千円）

薬剤等消耗品費

施設燃料費

印刷製本費

焼却設備修繕料

クレーン補修修繕料

排ガス分析計修繕料

給水配管修繕料

塵芥壕ごみ投入扉取替修繕料

電話設備修繕料

クレーン巻上ブレーキ修繕料

金属プレス機電気チェーンブロック修繕料

煙突点検修繕等修繕料

備品修繕料

電気工作物定期点検手数料

ごみ質検査等手数料

作業環境調査業務委託

環境調査業務委託料

定期機能検査業務委託料

焼却施設運転管理業務委託料

クレーン年次点検業務委託料

排水処理施設各槽清掃業務委託料

重油地下タンク点検業務委託料

ボイラー清掃点検業務委託料

浄化槽清掃業務等委託料

焼却施設補修用原材料費

1172

309

2,709

499 ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

268

309

2,427

494

460

152

1,996

5

○

○ ○ ○ ○

58

57,189

55

15,908

4,942

1,827

1,050

27,300

580

872

1,250

○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

小事業名 事業概要
【小事業の評価】　評価⇒適切＝○ 、要改善＝△

①効率性 ②妥当性 ③有効性 ④公平性

評価の
視点

①効率性 事業費や人件費に削減余地はないか。 ②妥当性
事業の目的と政策・施策体系の目標とが整合しているか。法的な根拠や公的関与の妥
当性はあるか。

③有効性 事業の成果が得られているか。事業を休止・廃止した場合影響があるか。 ④公平性 受益機会が偏っていないか。受益者負担は公平・公正か。

25年度決算値
【個別事業の評価】　評価⇒適切＝○ 、要改善＝△

①効率性 ②妥当性 ③有効性 ④公平性

今泉クリーン
センター処

理事業

市民、事業者から排出されるごみを適正に処理するための焼却施設、粗大ごみ処理施設の運転及び維持管理を行う。 ○ ○ ○ ○

主
な
個
別
事
業

ザイムスコード 個別事業名 25年度当初予算

○ ○

1172 430 340 ○ ○

1172

1172 67,032 67,032 ○ ○

○ ○

1172 24,167 20,508 ○ ○

○ ○

1172

1172

1172

1172

1172

1172

1172

1172

1172

1172

1172

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○179

460

153

179

1172 746 746 ○ ○ ○ ○

1172

1172

○ ○1172 219 210 ○ ○

1172 600 600 ○ ○ ○ ○

※事業完了

※□

小事業名 事業概要
【小事業の評価】　評価⇒適切＝○ 、要改善＝△

①効率性 ②妥当性 ③有効性 ④公平性

25年度決算値
【個別事業の評価】　評価⇒適切＝○ 、要改善＝△

①効率性 ②妥当性 ③有効性 ④公平性
今泉クリーン
センター処

理事業

名越クリーンセンター延命化工事に伴い自区外処理を実施するための施設整備等を行う。 ○ ○ ○ ○

主
な
個
別
事
業

ザイムスコード 個別事業名 25年度当初予算

○ ○

1327 計量機嘱託員費用弁償 576 424 ○ ○ ○ ○

1327 計量機嘱託員報酬 4,113 3,938 ○ ○

○ ○

1327 トラックスケール賃借料 4,591 4,590 ○ ○ ○ ○

1327 搬出施設運転委託料 17,010 13,425 ○ ○

※事業完了

※□

小事業名 事業概要
【小事業の評価】　評価⇒適切＝○ 、要改善＝△

①効率性 ②妥当性 ③有効性 ④公平性

25年度決算値
【個別事業の評価】　評価⇒適切＝○ 、要改善＝△

①効率性 ②妥当性 ③有効性 ④公平性

主
な
個
別
事
業

ザイムスコード 個別事業名 25年度当初予算

※事業完了

※□

小事業名 事業概要
【小事業の評価】　評価⇒適切＝○ 、要改善＝△

①効率性 ②妥当性 ③有効性 ④公平性

25年度決算値
【個別事業の評価】　評価⇒適切＝○ 、要改善＝△

①効率性 ②妥当性 ③有効性 ④公平性

主
な
個
別
事
業

ザイムスコード 個別事業名 25年度当初予算

※事業完了

※□

2,648 2,601 ○ ○ ○ ○

1172 1,597 1,545 ○ ○ ○ ○

1172

1172

1172

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○


